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１ ． は じ め に

こ の 説 明 書 は デ ー タ 伝 送 装 置 Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ の 据 え 付 け ・ 配 線 に つ い

て 説 明 し ま す 。 尚 、 本 書 は 据 付 ・ 配 線 に 関 す る 共 通 事 項 に つ い て 述 べ て い ま す 。

こ の た め 、 各 種 接 続 ス テ ー シ ョ ン の 説 明 書 も 併 せ て 御 参 照 下 さ い 。

Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ の 説 明 書 は 次 の 構 成 を と っ て い ま す 。

目 的 に 応 じ て 御 参 照 下 さ い 。

・ 概 要 ６ Ｅ ３ Ｂ ０ ５ ３ １

Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ の 概 要 と 仕 様 に つ い て 述 べ て い ま す 。

本 装 置 を 導 入 す る 場 合 、 Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ シ ス テ ム 全 体 の 概 略 を 把 握 ・

理 解 す る た め に お 読 み 下 さ い 。

・ 機 能 ６ Ｅ ３ Ｂ ０ ５ ３ ２

シ ス テ ム 設 計 を 行 う 場 合 、 Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ の 機 能 を 理 解 し 、

Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ー Ｓ ２ ０ に 接 続 す る 機 器 の ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 を す る う え で

伝 送 機 能 と ソ フ ト ウ ェ ア の 取 扱 い を 理 解 す る た め に お 読 み 下 さ い 。

・ 据 え 付 け ・ 配 線 （ 本 書 ） ６ Ｅ ３ Ｂ ０ ５ ３ ３

工 事 担 当 者 が Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ の 据 え 付 け ・ 配 線 を 行 う た め の 要 領 を

述 べ て い ま す 。

・ 保 守 ・ 点 検 ６ Ｅ ３ Ｂ ０ ５ ３ ４

運 用 者 が 保 守 ・ 点 検 を 行 う た め の 点 検 方 法 及 び 障 害 発 生 時 の ト ラ ブ ル シ ュ ー

テ ィ ン グ 方 法 に つ い て 述 べ て い ま す 。

・ Ｓ ２ ０ ロ ー ダ ６ Ｅ ３ Ｂ ０ ５ ３ ５

Ｓ ２ ０ ロ ー ダ を 使 用 し て シ ス テ ム の 保 守 監 視 、 及 び ス テ ー シ ョ ン の 情 報 設 定

を 行 う 方 法 に つ い て 述 べ て い ま す 。

以 下 の 取 扱 い 説 明 書 は ス テ ー シ ョ ン 種 別 毎 の 説 明 書 で す 。

シ ス テ ム 設 計 者 、 装 置 設 計 者 及 び 保 守 担 当 者 が Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ を

組 み 込 ん で 使 用 す る う え で 装 置 側 の 設 計 を 行 う た め に お 読 み 下 さ い 。

な お 、 装 置 側 の 設 計 を 行 う た め に は 装 置 本 体 の 説 明 書 も 併 せ て お 読 み 下 さ い 。

・ Ｓ Ｉ Ｆ （ シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス ） ス テ ー シ ョ ン ６ Ｅ ３ Ｂ ０ ５ ４ １

・ Ｔ ３ ス テ ー シ ョ ン ６ Ｅ ３ Ｂ ０ ５ ４ ２

６Ｅ３Ｂ０５３３
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２ ． 概 要

ス テ ー シ ョ ン と 機 器 と の 接 続 方 法 に は 次 の 種 類 が あ り ま す 。

（ １ ） ス テ ー シ ョ ン が 独 立 し て い る も の ・ ・ Ｓ Ｉ Ｆ ス テ ー シ ョ ン 等

（ ２ ） ス テ ー シ ョ ン が モ ジ ュ ー ル と し て 機 器 に 実 装 さ れ る も の

・ ・ Ｔ ３ ス テ ー シ ョ ン 等

（ ３ ） ス テ ー シ ョ ン が 機 器 の 一 部 回 路 と し て 組 み 込 ま れ る も の

ス テ ー シ ョ ン は 各 種 別 で 異 な っ て い ま す の で 据 付 方 法 の 詳 細 に つ い て は

各 種 ス テ ー シ ョ ン の 取 扱 説 明 書 を 御 参 照 下 さ い 。

ま た 、 使 用 環 境 条 件 は （ １ ） の 独 立 タ イ プ は 次 の 通 り で す 。 （ ２ ） 及 び （ ３ ） は

接 続 機 器 の 使 用 環 境 条 件 に 準 拠 し ま す 。

項 目 仕 様 備 考

絶 縁 耐 圧 Ａ Ｃ １ ５ ０ ０ Ｖ １ 分 間 電 源 端 子 と Ｆ Ｇ 間

使 用 周 囲 温 度 ０ ～ ５ ５ ℃

保 存 周 囲 温 度 ー ２ ０ ～ ７ ５ ℃

使 用 周 囲 湿 度 ２ ０ ～ ９ ０ ％ 結 露 の 無 い こ と

雰 囲 気 腐 食 性 ガ ス の 無 い こ と

塵 埃 １ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 以 下３

接 地 第 ３ 種 接 地

振 動 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ ０ ９ １ １ に

準 拠

・ 無 通 電 ／ 振 動 数 16. 7 H z

／ 複 振 幅 ３ mm／ 1. 5 G

・ 通 電 ／ 振 動 数 16. 7 H z

／ 複 振 幅 3mm／ 0. 5 G
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３ ． 伝 送 路 シ ス テ ム

Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ー Ｓ ２ ０ ケ ー ブ ル シ ス テ ム に は 同 軸 ケ ー ブ ル シ ス テ ム と 光 フ ァ

イ バ ケ ー ブ ル シ ス テ ム の ２ つ が あ り 、 両 者 を 混 在 し て 使 用 す る こ と も で き ま す 。

（ 注 ） 伝 送 ス テ ー シ ョ ン に は ケ ー ブ ル シ ス テ ム に 対 応 し て 次 の ３ 種 類 が あ り ま す 。

・ 同 軸 ケ ー ブ ル 用 ス テ ー シ ョ ン

・ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 用 ス テ ー シ ョ ン

・ 同 軸 ケ ー ブ ル ／ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 用 ス テ ー シ ョ ン

基 本 的 に は 建 屋 内 は 同 軸 ケ ー ブ ル シ ス テ ム を 使 用 し 、 建 屋 間 を 結 ぶ 屋 外 は 光 フ ァ

イ バ ケ ー ブ ル シ ス テ ム を 使 用 し ま す 。 ま た 電 磁 誘 導 ノ イ ズ が 大 き い と こ ろ は 光 フ

ァ イ バ ケ ー ブ ル シ ス テ ム を 使 用 す る こ と を 推 奨 し ま す 。

以 下 に 接 続 例 を 示 し ま す 。

T Ｔ ： Ｔ 型 コ ネ ク タ

同 軸 ケ ー ブ ル Ｓ Ｔ Ｎ ： 伝 送 ス テ ー シ ョ ン

STN S T N S T N 伝 送 路 の タ ー ミ ネ ー シ ョ

ン は 両 端 の ス テ ー シ ョ ン

で 行 い ま す 。

図 ３ ． １ 同 軸 ケ ー ブ ル シ ス テ ム

光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル

STN S T N S T N

図 ３ ． ２ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル シ ス テ ム

同 軸 ケ ー ブ ル 同 軸 ケ ー ブ ル

光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル T

ST N S T N S T N S T N S T N

図 ３ ． ３ 同 軸 ケ ー ブ ル ／ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 混 在 シ ス テ ム
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４ ． 同 軸 ケ ー ブ ル シ ス テ ム

４ ． １ 伝 送 路 仕 様

同 軸 ケ ー ブ ル シ ス テ ム の 伝 送 路 仕 様 を 以 下 に 示 し ま す 。

項 目 仕 様

伝 送 路 構 成 バ ス 型

伝 送 ｽﾃｰ ｼ ｮ ﾝ数 最 大 ６ ４ 台

伝 送 距 離 最 大 １ ｋ ｍ

使 用 ケ ー ブ ル 同 軸 ケ ー ブ ル ５ Ｃ ２ Ｖ

ケ ー ブ ル と ス テ ー シ ョ ン の 接 続 は Ｔ 型 カ プ

ラ を 使 用 す る

ケ ー ブ ル 終 端 終 端 抵 抗 ７ ５ Ω

ケ ー ブ ル 両 端 の ス テ ー シ ョ ン で 行 う

表 ４ ． １ 同 軸 ケ ー ブ ル 伝 送 路 仕 様 一 覧
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４ ． ２ 用 品

同 軸 ケ ー ブ ル シ ス テ ム で 使 用 し ま す 用 品 の 接 続 形 態 及 び 仕 様 に つ い て 以 下 に 示

し ま す 。

（ １ ） 接 続 形 態 同 軸 ｹｰﾌ ﾞ ﾙ ( 5 C - 2 V )

B N C T型 ｺ ﾈ ｸ ﾀ

ｺ ﾈ ｸ ﾀ

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ

図 ４ ． １ 接 続 形 態

名 称 形 式 ・ 定 格 用 途

同 軸 ケ ー ブ ル ５ Ｃ － ２ Ｖ 幹 線 ケ ー ブ ル

Ｔ 型 コ ネ ク タ Ｂ Ｎ Ｃ － Ｔ Ａ － 同 軸 ケ ー ブ ル 分 岐 用

Ｊ Ｐ Ｊ 相 当 コ ネ ク タ

Ｂ Ｎ Ｃ コ ネ ク タ Ｂ Ｎ Ｃ － Ｐ － ５ 同 軸 ケ ー ブ ル 側 コ ネ ク タ

（ ク ラ ン プ タ イ プ ）

ま た は

Ｂ Ｎ Ｃ － Ｇ Ｐ － ５ Ｃ

（ 圧 着 タ イ プ ）

相 当

圧 着 工 具 Ｔ Ｔ － ２ ３ ７ Ｂ Ｎ Ｃ － Ｇ Ｐ － ５ Ｃ

用 圧 着 工 具

同 軸 ケ ー ブ ル 用 Ｃ Ｓ Ｔ 及 び 同 軸 ケ ー ブ ル シ ー ス 及 び

ス ト リ ッ パ ブ レ ー ド カ セ ッ ト 絶 縁 体 除 去 用

表 ４ ． ２ 使 用 用 品 の 一 覧
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（ ２ ） 同 軸 ケ ー ブ ル

型 式 ： ５ Ｃ ２ Ｖ （ 規 格 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｃ ３ ５ ０ １ ）A

用 途 ： 伝 送 ス テ ー シ ョ ン を 結 ぶ 幹 線 ケ ー ブ ルB

絶 縁 体 内 部 導 体

外 部 導 体

外 被

図 ４ ． ２ 同 軸 ケ ー ブ ル の 構 造

（ ３ ） Ｔ 型 コ ネ ク タ

メ ー カ ： 第 一 電 子 工 業 （ 株 ）A

形 式 ： Ｂ Ｎ Ｃ － Ｔ Ａ － Ｊ Ｐ Ｊ 相 当B

用 途 ： 伝 送 ス テ ー シ ョ ン の 同 軸 ケ ー ブ ル レ セ プ タ ク ル に 接 続 し て 両 側 に 同 軸 ケC

ー ブ ル を 接 続 す る コ ネ ク タ

形 状 ・ 寸 法D

a : 3 2 . 5 m m

b : 1 4 . 6 m m

d : 2 8 . 6 m m

図 ４ ． ３ Ｔ 型 コ ネ ク タ の 形 状 ・ 寸 法
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（ ４ ） ク ラ ン プ タ イ プ Ｂ Ｎ Ｃ コ ネ ク タ （ ケ ー ブ ル 側 ）

メ ー カ ： 第 一 電 子 工 業 （ 株 ）A

形 式 ： Ｂ Ｎ Ｃ － Ｐ － ５ （ ク ラ ン プ 型 ） 相 当B

用 途 ： 同 軸 ケ ー ブ ル の 両 端 に 付 け 伝 送 ス テ ー シ ョ ン の 同 軸 ケ ー ブ ル レ セ プ タ クC

ル ま た は Ｔ 型 コ ネ ク タ に 接 続 コ ネ ク タ

形 状 ・ 寸 法 ：D

a : 3 7 . 0 m m

b : 1 7 . 5 m m

c : 7 . 5 m m

図 ４ ． ４ Ｂ Ｎ Ｃ コ ネ ク タ （ ク ラ ン プ タ イ プ ） の 形 状 ・ 寸 法

（ ５ ） 圧 着 タ イ プ Ｂ Ｎ Ｃ コ ネ ク タ （ ケ ー ブ ル 側 ）

メ ー カ ： 東 光 電 子 （ 株 ） （ 取 扱 店 （ 株 ） チ ュ ー ガ イ ）A

形 式 ： Ｂ Ｎ Ｃ － Ｇ Ｐ － ５ Ｃ （ 圧 着 タ イ プ ） 相 当B

用 途 ： ク ラ ン プ タ イ プ Ｂ Ｎ Ｃ コ ネ ク タ と 同 じ 。C

形 状 ・ 寸 法 ：D

a : 2 7 . 5 m m

図 ４ ． ５ Ｂ Ｎ Ｃ コ ネ ク タ （ 圧 着 タ イ プ ） の 形 状 ・ 寸 法
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（ ６ ） 圧 着 工 具

メ ー カ ： 東 光 電 子 （ 株 ） （ 取 扱 店 （ 株 ） チ ュ ー ガ イ ）A

形 式 ： Ｔ Ｔ － ２ ３ ７B

用 途 ： Ｂ Ｎ Ｃ － Ｇ Ｐ － ５ Ｃ （ 圧 着 タ イ プ ） 圧 着 用C

形 状 ：D

図 ４ ． ６ 圧 着 工 具 外 形

（ ７ ） 同 軸 ケ ー ブ ル ス ト リ ッ パ

メ ー カ ： 日 本 ワ イ ド ミ ュ ラ ー （ 株 ）A

形 式 ： Ｃ Ｓ Ｔ 及 び ブ レ ー ソ カ セ ッ トB

用 途 ： 同 軸 ケ ー ブ ル シ ー ス 及 び 絶 縁 体 除 去C

形 状 ：D

図 ４ ． ７ ス ト リ ッ パ 外 形



- 10 -

６Ｅ３Ｂ０５３３

４ ． ３ ケ ー ブ ル の コ ネ ク タ 付 け

以 下 に 伝 送 ケ ー ブ ル に Ｂ Ｎ Ｃ コ ネ ク タ を 取 り 付 け る 手 順 に つ い て 説 明 し ま す 。

尚 、 ケ ー ブ ル の コ ネ ク タ 付 け の 良 否 は 伝 送 シ ス テ ム に 大 き な 影 響 を 与 え ま す 。

品 質 の 向 上 及 び 安 全 の た め に も 、 施 工 は ケ ー ブ ル メ ー カ の 担 当 作 業 員 も し く は 教

育 を 受 け た 専 門 作 業 者 が 行 う よ う に し て 下 さ い 。

コ ネ ク タ に は ク ラ ン プ タ イ プ と 圧 着 タ イ プ が 有 り ま す 。 以 下 に 各 々 の 端 末 処 理

方 法 を 示 し ま す 。

４ ． ３ ． １ ク ラ ン プ タ イ プ の コ ネ ク タ 付 け （ Ｂ Ｎ Ｃ － Ｐ － ５ の 場 合 ）

（ １ ） 外 部 シ ー ス の 除 去

図 示 寸 法 で 外 部 シ ー ス を 除 去 し ま す 。 こ の 時 編 組 に 傷 を つ け た り 、 変 形

さ せ な い よ う に 注 意 し て 下 さ い 。

A:1 0 m m

図 ４ ． ８ 外 部 シ ー ス の 除 去

（ ２ ） ナ ッ ト 、 ワ ッ シ ャ 、 ガ ス ケ ッ ト 及 び ク ラ ン プ の 挿 入

図 ４ ． ９ に 示 す よ う に ナ ッ ト 、 ワ ッ シ ャ 、 ガ ス ケ ッ ト 及 び ク ラ ン プ の 順

で 外 部 シ ー ス に 挿 入 し て 下 さ い 。 ク ラ ン プ は 編 組 上 に 通 し 、 外 部 シ ー ス の

切 断 部 分 に つ き あ て 、 編 組 を 丁 寧 に ほ ぐ し て 下 さ い 。

図 ４ ． ９ ナ ッ ト 、 ワ ッ シ ャ 、 ガ ス ケ ッ ト 及 び ク ラ ン プ の 挿 入

（ ３ ） 絶 縁 体 と 中 心 導 体 の 切 断

ク ラ ン プ の テ ー パ 部 分 に 、 ほ ぐ し た 編 組 を 均 等 に な で つ け 、 テ ー パ 部 分

と 同 寸 法 に 切 断 し 、 絶 縁 体 と 中 心 導 体 を 図 ４ ． １ ０ に 示 す 寸 法 で 切 断 し て

下 さ い 。 こ の 時 、 中 心 導 体 に 傷 を 付 け な い よ う に 注 意 し て 下 さ い 。

A:7 m m

B : 5 m m

図 ４ ． １ ０ 絶 縁 体 と 中 心 導 体 の 切 断
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（ ４ ） 中 心 コ ン タ ク ト の ハ ン ダ 付 け

中 心 コ ン タ ク ト を ケ ー ブ ル の 中 心 導 体 に ハ ン ダ 付 け し ま す 。

こ の 時 、 次 の 点 に 注 意 し て 下 さ い 。

・ ハ ン ダ が 盛 り 上 が ら な い よ う に す る 。

・ 中 心 コ ン タ ク ト と ケ ー ブ ル 絶 縁 体 の 間 に 隙 間 が で き た り 、

く い こ ん だ り し な い こ と 。

・ 絶 縁 体 を 変 形 さ せ な い よ う に ハ ン ダ 付 け は 速 や か に 行 う こ と

図 ４ ． １ １ 中 心 コ ン タ ク ト の ハ ン ダ 付 け

（ ５ ） ナ ッ ト の 締 め 付 け

ハ ン ダ 付 け し た コ ン タ ク ト サ ブ ア セ ン ブ リ を ボ デ ィ に 突 き 当 た る ま で 挿

入 し 、 ナ ッ ト を 締 め 付 け ま す 。 ナ ッ ト は ス パ ナ 等 を 使 用 し て 、 し っ か り と

締 め 付 け ま す 。

図 ４ ． １ ２ ナ ッ ト の 締 め 付 け

（ ６ ） 絶 縁 及 び 導 通 確 認 試 験

コ ネ ク タ 内 部 で 外 部 導 体 と 中 心 導 体 が 短 絡 し て い な い か テ ス タ で 確 認 し

て 下 さ い 。 ま た 、 上 記 絶 縁 を 確 認 し た 後 、 ケ ー ブ ル の １ 端 で 外 部 導 体 と 中

心 導 体 を 短 絡 さ せ 、 他 の １ 端 で 外 部 導 体 と 中 心 導 体 間 の 導 通 を 確 認 し て 下

さ い 。
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４ ． ３ ． ２ 圧 着 タ イ プ の コ ネ ク タ 付 け （ Ｂ Ｎ Ｃ － Ｇ Ｐ － ５ Ｃ の 場 合 ）

（ １ ） 外 部 シ ー ス 及 び 絶 縁 体 の 除 去

外 部 シ ー ス 及 び 絶 縁 体 を 削 除 し て 、 中 心 導 体 を 出 し ま す 。 そ の 後 で ケ ー

ブ ル に ス リ ー ブ を 通 し ま す 。 こ の シ ー ス 及 び 絶 縁 体 の 除 去 を 行 う 場 合 、 工

具 と し て 同 軸 ケ ー ブ ル 用 ス ト リ ッ パ を 使 用 す る と 便 利 で す 。

ス リ ー ブ

100 4 0 ( m m )

図 ４ ． １ ３ ス リ ー ブ の 装 着

（ ２ ） 中 心 コ ン タ ク ト の 圧 着

ケ ー ブ ル 中 心 導 体 に コ ン タ ク ト を い れ ま す 。 ハ ン デ ィ 型 圧 着 工 具 （ Ｔ Ｔ

ー ２ ３ ７ 東 光 電 子 （ 株 ） ） を 使 用 し て 中 心 コ ン タ ク ト を 圧 着 し ま す 。

上 部 ダ イ ス 側 刃 の 形 状 ◇ ひ し 形 に コ ン タ ク ト の ツ バ （ Ａ ） を あ て 移 動 フ レ ー

ム を 固 定 フ レ ー ム 側 に 押 し 、 ラ チ ェ ッ ト が は ず れ る ま で グ リ ッ プ し ま す 。

（ 圧 着 幅 ２ ． ２ ｍ ｍ ）

（ ３ ） コ ネ ク タ の 挿 入

中 心 コ ン タ ク ト 圧 着 し た 同 軸 ケ ー ブ ル を コ ネ ク タ に 差 し 込 み 、 コ ネ ク タ

矢 じ り 部 分 を ケ ー ブ ル 絶 縁 体 と 外 部 導 体 間 に 差 し 込 み 、 外 部 導 体 が コ ネ ク

タ に 当 た ら な い よ う に 開 き 、 指 の 腹 部 分 が コ ン タ ク ト の 先 端 に 触 れ る こ と

を 確 認 す る ま で 差 し 込 み ま す 。

（ ４ ） 外 部 導 体 の 圧 着

ス リ ー ブ を 本 体 側 に 戻 し 、 ミ ゾ に 突 き 当 て Ｔ Ｔ － ２ ３ ７ を 使 用 し て 圧 着

し ま す 。 上 部 ダ イ ス 側 刃 の 形 状 （ 六 角 ） に 、 本 体 を 密 着 さ せ 移 動 フ レ ー

ム を 固 定 フ レ ー ム 側 に 押 し 、 ラ チ ェ ッ ト が は ず れ る ま で グ リ ッ プ し ま す 。

（ ５ ） 絶 縁 及 び 導 通 確 認 試 験

コ ネ ク タ 内 部 で 外 部 導 体 と 中 心 導 体 が 短 絡 し て い な い か テ ス タ で 確 認 し

て 下 さ い 。 ま た 、 上 記 絶 縁 を 確 認 し た 後 、 ケ ー ブ ル の １ 端 で 外 部 導 体 と 中

心 導 体 を 短 絡 さ せ 、 他 の １ 端 で 外 部 導 体 と 中 心 導 体 間 の 導 通 を 確 認 し て 下

さ い 。
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４ ． ４ 盤 外 敷 設 要 領

４ ． ４ ． １ 敷 設 環 境 と 適 用 工 事

ケ ー ブ ル の 敷 設 は 環 境 に 合 わ せ 、 一 般 的 に 下 表 に 示 す 工 事 を 行 い ま す 。

ケ ー ブ ル 敷 設 を 行 う 環 境

工 事 内 容

大 分 類 小 分 類

ケ ー ブ ル に 損 傷 を 配 管 に よ ら な い 工 事

与 え な い 場 所 配 管 工 事

ケ ー ブ ル に 損 傷 を 通 常 、 人 、 物 の 移 動 が あ る 場 配 管 工 事

与 え る 場 所 所

湿 気 、 薬 品 、 油 、 熱 等 の 影 響 金 属 管 工 事

を 受 け る 場 所

ネ ズ ミ 等 の 動 物 に よ り ケ ー ブ 配 管 工 事

ル に 損 傷 の 受 け る 恐 れ の あ る

場 所

著 し い 機 械 的 衝 撃 ま た は 重 量 金 属 管 工 事

物 の 圧 力 を 受 け る 場 所

電 磁 誘 導 障 害 の 恐 ケ ー ブ ル の 離 隔 と 保 護 工

れ が あ る 場 所 事 金 属 管 工 事

表 ４ ． ３ 敷 設 環 境 と 適 用 工 事

（ 注 ） 配 管 工 事 と 記 し た と こ ろ は 、 金 属 管 、 硬 質 ビ ニ ル 管 の ど ち ら を 用 い て も

可 と し ま す 。

（ １ ） 配 管 に よ ら な い 工 事 要 領

ケ ー ブ ル 保 護 の た め の フ ロ ア ダ ク ト を 通 す か 、 ワ イ ヤ プ ロ テ ク タ ケ ー ブ ル カ バA

ー を 用 い ま す 。 尚 、 こ の 時 強 電 流 線 と 混 同 し な い よ う に し ま す 。

ケ ー ブ ル に 損 傷 を 与 え な い よ う に 、 壁 隙 に 配 線 し た り 、 電 磁 気 誘 導 障 害 を 及 ぼB

さ な い 装 置 等 の 床 下 に 配 線 し ま す 。

低 圧 屋 内 配 線 と 平 行 、 接 近 ま た は 交 差 す る 場 合 は ケ ー ブ ル の 離 隔 基 準 を 守 っ てC

下 さ い 。

床 か ら は な し て 壁 等 に 取 り 付 け る 場 合 ま た は 垂 直 配 線 す る 場 合 は 、 ケ ー ブ ル にD

損 傷 を 与 え な い よ う に 約 ３ ｍ 間 隔 で 固 定 し て 下 さ い 。

ケ ー ブ ル を 曲 げ る 場 合 、 そ の 曲 率 半 径 は ケ ー ブ ル の 最 小 曲 げ 半 径 を 越 え な い よE

う に し て 下 さ い 。

（ ２ ） 配 管 工 事 に お け る 注 意 事 項

同 一 管 内 に 強 電 流 線 が 混 在 し な い よ う に し ま す 。A

管 を 湾 曲 さ せ る 場 合 は 、 そ の 角 度 を ９ ０ ° 以 内 と し ま す 。B

管 を 湾 曲 さ せ る 場 合 は 、 そ の 曲 率 半 径 は 管 内 計 径 の ６ 倍 以 上 で か つ 管 内 の ケ ーC

ブ ル の 最 小 曲 げ 半 径 を 越 え な い よ う に し ま す 。

金 属 管 は 接 地 し ま す 。D
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４ ． ４ ． ２ 他 の 配 線 と の 分 離

同 軸 ケ ー ブ ル は 、 原 則 と し て 電 力 線 及 び 磁 界 ・ 電 界 を 発 生 す る 機 器 か ら ２ ｍ 離

し て 配 線 し ま す 。 ２ ｍ の 離 隔 距 離 が 難 し い 場 合 は 、 誘 導 源 の 実 際 の 電 圧 及 び 電 流

に よ り 下 表 を 参 考 し し て 離 隔 距 離 を 決 定 し て 下 さ い 。 但 し 、 伝 送 信 号 は 微 弱 信 号

で あ る た め 誘 導 源 は ４ ４ ０ Ｖ ， １ ０ ０ Ａ 以 下 に 抑 え て 下 さ い 。

誘 導 源 最 小 平 行 線 間 距 離 （ ｍ ｍ ）

電 圧 、 電 流 100 A超 過 10 0 A以 下 50 A以 下 10A以 下

440 V超 過 200 0 2 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0

4 4 0 V以 下 200 0 6 0 0 6 0 0 6 0 0

2 2 0 V以 下 200 0 6 0 0 6 0 0 5 0 0

1 1 0 V以 下 200 0 6 0 0 5 0 0 3 0 0

6 0 V以 下 200 0 5 0 0 3 0 0 1 5 0

表 ４ ． ４ 推 奨 最 小 離 隔 距 離

ま た 、 耐 ノ イ ズ 性 を 考 慮 し 、 蓋 付 き の 金 属 ケ ー ブ ル ダ ク ト ま た は 鋼 製 防 護 管 の

使 用 を 推 奨 し ま す 。 こ の 場 合 、 平 行 配 線 に お け る 電 力 線 と 推 奨 最 小 離 隔 距 離 を 次

表 に 示 し ま す

ケ ー ブ ル の 敷 設 方 法 蓋 付 き ダ ク ト ま た は 鋼 製 防 護 管

延 平 行 距 離 10m 2 5 m 1 0 0 m 2 0 0 m 5 0 0 m 5 0 1 m

以 下 以 下 以 下 以 下 以 下 以 上

電 125 V以 下 10A以 下 10 10 5 0 1 0 0 2 0 0 2 5 0

力 25 0 V以 下 50A以 下 10 50 1 5 0 2 0 0 2 5 0 2 5 0

ケ 40 0 V以 下 100 A以 下 50 10 0 2 0 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0

5 0 0 V以 下 200 A以 下 10 0 2 0 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0

ー

ブ

ル 上 記 を 越 え る も の 500以 上

表 ４ ． ５ 推 奨 最 小 離 隔 距 離 （ 蓋 付 き 金 属 ダ ク ト 及 び 金 属 管 施 工 ） （ 単 位 ｍ ｍ ）

＜ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 応 用 計 測 制 御 機 器 設 置 環 境 ガ イ ド ラ イ ン ＞

（ 日 本 電 気 計 測 器 工 業 会 ） よ り
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ケ ー ブ ル ダ ク ト を 使 用 す る 場 合 は 、 下 図 の よ う に 内 部 に セ パ レ ー タ （ 鋼 製 ） を

置 き 、 電 力 ケ ー ブ ル と 分 離 し て 下 さ い 。

金 属 ダ ク ト

セ パ レ ー タ

○ ○ ○ ○ ○

同 軸 電 力 ケ ー ブ ル

ケ ー ブ ル 計 装 電 源 線

電 磁 弁 ・ 操 作 信 号 線 等

図 ４ ． １ ４ ダ ク ト 内 敷 設 例

ピ ッ ト 内 の 敷 設 に 関 し て も ダ ク ト 内 と 同 様 に セ パ レ ー タ を 使 用 し て 下 さ い 。

セ パ レ ー タ （ 鋼 製 ）

信 号 線 電 源

○ ○ ○ ○

接 地 （ 第 ３ 種 接 地 ）

図 ４ ． １ ５ ピ ッ ト 内 敷 設 例

４ ． ４ ． ３ 敷 設 ル ー ト

伝 送 ケ ー ブ ル を 敷 設 す る 上 で 望 ま し い ル ー ト の 順 序 は 次 の 通 り で す 。

１ ． 専 用 ル ー ト 使 用 す る 場 合

２ ． 計 算 機 シ ス テ ム 専 用 ル ー ト を 使 用 す る 場 合

３ ． 一 般 計 装 専 用 ル ー ト を 使 用 す る 場 合

４ ． プ ラ ン ト 制 御 専 用 ル ー ト を 使 用 す る 場 合
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４ ． ５ 盤 内 敷 設 要 領

Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ で は 直 接 ５ Ｃ ２ Ｖ 同 軸 ケ ー ブ ル が 伝 送 モ ジ ュ ー ル に 接 続

さ れ ま す 。 盤 内 で ケ ー ブ ル を 配 線 す る 場 合 、 次 の 点 に 注 意 し て 下 さ い 。

（ １ ） 配 線 経 路

本 同 軸 ケ ー ブ ル の 配 線 は 盤 内 の 微 弱 信 号 ル ー ト を 使 用 し て 下 さ い 。

特 に 電 源 ケ ー ブ ル か ら は ５ ０ ｃ ｍ 以 上 離 隔 し て 下 さ い 。

（ ２ ） ケ ー ブ ル の 固 定

ケ ー ブ ル が 直 接 伝 送 モ ジ ュ ー ル の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ る た め 、 ケ ー ブ ル の

自 重 が コ ネ ク タ に 直 接 か か ら な い よ う に ク ラ ン プ 材 で 固 定 し て 下 さ い 。

ま た 、 ケ ー ブ ル の 曲 げ は ケ ー ブ ル の 最 小 曲 げ 半 径 を 越 え な い よ う に し て 下

さ い 。

４ ． ６ 接 地 及 び 終 端

同 軸 ケ ー ブ ル の 外 部 導 体 は 、 同 軸 ケ ー ブ ル 上 の ど こ か １ 点 で 接 地 す る 必 要 が あ

り ま す 。 接 地 は 第 ３ 種 接 地 で ノ イ ズ 源 に 近 接 し て い な い と こ ろ で 行 い ま す 。

終 端 は 同 軸 ケ ー ブ ル の 両 端 で 行 い ま す 。 （ ７ ５ オ ー ム ）

接 地 と 終 端 は 各 伝 送 モ ジ ュ ー ル に 用 意 さ れ て い る ” Ｇ Ｎ Ｄ ” 及 び ” Ｔ Ｅ Ｒ Ｍ ” ス

イ ッ チ で 行 い ま す 。

名 称 意 味

Ｇ Ｎ Ｄ こ の ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ す る と 同 軸 ケ ー ブ ル の 外 部 導 体

を 機 器 の フ レ ー ム グ ラ ン ド に 落 と し ま す 。

Ｔ Ｅ Ｒ Ｍ こ の ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ す る と 同 軸 ケ ー ブ ル を ７ ５ オ ー

ム で 終 端 し ま す 。 端 局 で Ｏ Ｎ し ま す 。
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５ ． 光 ケ ー ブ ル シ ス テ ム

５ ． １ 伝 送 路 仕 様

光 ケ ー ブ ル シ ス テ ム の 伝 送 路 仕 様 を 以 下 に 示 し ま す 。

項 目 仕 様

伝 送 路 構 成 バ ス 型 及 び ス タ ー 方 式 （ 開 発 中 ）

伝 送 ｽﾃｰ ｼ ｮ ﾝ数 最 大 ６ ４ 台

伝 送 距 離 ス テ ー シ ョ ン 間 最 大 １ ｋ ｍ

使 用 ケ ー ブ ル 石 英 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル (JI S - C 6 8 2 0 )

及 び ・ Ｇ Ｉ 型

接 続 コ ネ ク タ ・ ５ ０ ／ １ ２ ５ μ ｍ

（ コ ア 径 ／ ク ラ ッ ド 径 ）

Ｆ Ｃ コ ネ ク タ (JI S - C 5 9 7 0 )

表 ５ ． １ 光 ケ ー ブ ル 伝 送 路 仕 様 一 覧

５ ． ２ 用 品

（ １ ） 接 続 形 態

光 ケ ー ブ ル シ ス テ ム で 使 用 し ま す 用 品 の 接 続 形 態 及 び 仕 様 に つ い て 以 下 に 示 し

ま す 。

O O O O O O O O O O O O

T R T R T R T R T R T R

X X X X X X X X X X X X

1 1 2 2 1 1 2 2 1 1 2 2

O T X * :光 送 信 器 ORX * :光 受 信 器

図 ５ ． １ 接 続 形 態
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名 称 形 式 ・ 定 格 用 途

光 フ ァ イ バ CT- G 3 0 0 4 S -□ □ -N M E 幹 線 ケ ー ブ ル

ケ ー ブ ル GI型 石 英 光 ﾌｧｲ ﾊ ﾞ □ □ は 芯 数 を 示 す

50/ 1 2 5μ m ｽ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾎ ﾞ ｯ ｸ ｽ使 用 時

光 コ ネ ク タ 付 き TK- G 3 0 0 4 S + 片 端 ｺﾈ ｸ ﾀ付 き

光 フ ァ イ バ コ ー ド KFC 1 P -□ □ S □ □ は ｺｰﾄ ﾞ長 (m )を 示 す

TK- G 3 0 0 4 S + 両 端 ｺﾈ ｸ ﾀ付 き

KFC 1 P -□ □ W □ □ は ｺｰﾄ ﾞ長 (m )を 示 す

コ ー ド 集 合 型 TK- G 3 0 0 4 S -□ □ -N M E 幹 線 ケ ー ブ ル

ケ ー ブ ル -HT G I型 石 英 □ □ は 芯 数 を 示 す

光 ﾌｧｲ ﾊ ﾞ 5 0 / 1 2 5μ m

ス プ ラ イ シ ン グ SB- F S 1 0 / 2 - M 外 径 10～ 15 m m ｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ２ 本

ボ ッ ク ス

表 ５ ． １ 使 用 用 品 の 一 覧

（ ２ ） 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル

フ ァ イ バ ケ ー ブ ル (JI S - C 6 8 2 0 )は 次 の 特 性 を 満 足 し て い る も の で あ れ ば 使 用 で

き ま す 。

表 ５ ． ２ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 特 性

環 境 条 件

温 度 － ２ ０ ℃ ～ ＋ ６ ０ ℃

湿 度 １ ０ ％ Ｒ Ｈ ～ ９ ０ ％ Ｒ Ｈ

光 フ ァ イ バ 芯 線

材 質 石 英 ガ ラ ス （ Ｇ Ｉ ）

コ ア 径 ５ ０ ± ３ μ ｍ

ク ラ ッ ド 径 １ ２ ５ ± ３ μ ｍ

開 口 数 (N. A . ) ０ ． ２ １ ± ０ ． ０ ２

コ ア 偏 芯 率 ６ ％ 以 下

コ ア 非 円 率 ６ ％ 以 下

被 覆 ナ イ ロ ン （ 外 径 ： ０ ． ９ ± ０ ． １ ｍ ｍ ）
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ケ ー ブ ル 特 性

伝 送 損 失 ３ ． ０ ｄ Ｂ ／ ｋ ｍ 以 下

伝 送 帯 域 ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ・ ｋ ｍ 以 上

波 長 ０ ． ８ ５ ｕ ｍ

許 容 張 力 ７ ０ ｋ ｇ 以 下

許 容 曲 げ 半 径 （ 固 定 時 ） １ １ ０ ｍ ｍ 以 上

許 容 曲 げ 半 径 （ 延 線 時 ） ２ ２ ０ ｍ ｍ 以 上

実 際 の ケ ー ブ ル と し ま し て は 下 記 に 示 し ま す 短 波 長 用 ケ ー ブ ル を 推 奨 し ま す 。

メ ー カ 昭 和 電 線 電 纜 （ 株 ）

型 名 Ｃ Ｔ － Ｇ ３ ０ ０ ４ Ｓ － □ □ － Ｎ Ｍ Ｅ （ 層 型 ノ ン メ タ リ ッ ク タ イ プ ）

（ □ □ は 芯 数 ）

図 ５ ． ２ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 芯 断 面
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（ ３ ） 光 フ ァ イ バ コ ー ド

光 フ ァ イ バ コ ー ド に は 、 前 項 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 伝 送 特 性 を 有 し て お り 、

Ｆ Ｃ コ ネ ク タ (JI S - C 5 9 7 0 )接 続 可 能 な も の で あ れ ば 使 用 で き ま す 。 但 し 、 機 械 強

度 は 次 の 通 り で す 。

外 形 （ ｍ ｍ ） ２ ． ８

重 量 （ ｋ ｇ ／ ｋ ｍ ） ８

許 容 張 力 （ ｋ ｇ ） １ ５ 以 上

許 容 曲 げ 半 径 （ ｍ ｍ ） ３ ０ 以 下

こ の コ ー ド は 盤 内 に お け る 伝 送 モ ジ ュ ー ル の 接 続 、 及 び 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル か ら

伝 送 モ ジ ュ ー ル ま で の 引 き 込 み に 使 用 し ま す 。

実 際 の コ ー ド と し ま し て は 次 の も の を 推 奨 い た し ま す 。

メ ー カ 昭 和 電 線 電 纜 （ 株 ）

型 名 （ １ ） 片 端 コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル

Ｔ Ｋ － Ｇ ３ ０ ０ ４ Ｓ ＋ Ｋ Ｆ Ｃ １ Ｐ

－ □ □ Ｓ

（ ２ ） 両 端 コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル

Ｔ Ｋ － Ｇ ３ ０ ０ ４ Ｓ ＋ Ｋ Ｆ Ｃ １ Ｐ

－ □ □ Ｗ

（ □ □ は コ ー ド 長 ）

図 ５ ． ３ 光 コ ネ ク タ 付 き フ ァ イ バ コ ー ド （ 片 端 コ ネ ク タ ）

図 ５ ． ４ 光 コ ネ ク タ 付 き フ ァ イ バ コ ー ド （ 両 端 コ ネ ク タ ）
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（ ４ ） コ ー ド 集 合 型 ケ ー ブ ル

単 心 コ ー ド を 撚 り 合 わ せ た 構 造 で 光 コ ネ ク タ を 直 接 取 付 ら れ ま す 。 但 し 、 機 械

強 度 は 次 の 通 り で す 。

外 形 （ ｍ ｍ ） １ ３

重 量 （ ｋ ｇ ／ ｋ ｍ ） １ ２ ０

許 容 張 力 （ ｋ ｇ ） ７ ０ 以 上

許 容 曲 げ 半 径 （ ｍ ｍ ） １ ５ ０ 以 下

こ の ケ ー ブ ル は 可 と う 性 、 強 度 に 優 れ 、 屋 内 の 敷 設 に 適 し ま す 。

実 際 の コ ー ド と し ま し て は 次 の も の を 推 奨 い た し ま す 。

メ ー カ 昭 和 電 線 電 纜 （ 株 ）

型 名 両 端 コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル

Ｔ Ｋ － Ｇ ３ ０ ０ ４ Ｓ － □ □ － Ｎ Ｍ Ｅ － Ｈ Ｔ － ◇ ◇ ◇ Ｍ

＋ Ｋ Ｆ Ｃ １ Ｐ － △ △ Ｗ

（ □ □ は 心 数 ， ◇ ◇ ◇ は ケ ー ブ ル 長 ， △ △ は コ ネ ク タ 口 出 し 長 ）

図 ５ ． ５ 光 コ ネ ク タ 付 き コ ー ド 集 合 型 ケ ー ブ ル （ 両 端 コ ネ ク タ ）
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（ ５ ） ス プ ラ イ シ ン グ ボ ッ ク ス

光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル と 片 端 コ ネ ク タ 付 き 単 芯 コ ー ド を 成 端 接 続 す る 場 合 、 成 端

部 の 収 納 に 使 用 し ま す 。

次 の も の を 推 奨 い た し ま す 。

メ ー カ 昭 和 電 線 電 纜 （ 株 ）

型 名 Ｓ Ｂ － Ｆ Ｓ １ ０ ／ ２ － Ｍ

ケ ー ブ ル 入 力 本 数 ： ２ 本

コ ー ド 本 数 ： 最 大 １ ０ 本

図 ５ ． ６ ス プ ラ イ シ ン グ ボ ッ ク ス Ｓ Ｂ － Ｆ Ｓ １ ０ ／ ２ － Ｍ 外 形
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５ ． ３ 光 フ ァ イ バ 、 光 コ ネ ク タ 取 扱 い 上 の 注 意

光 コ ネ ク タ は 精 密 加 工 し た 部 品 で す 。 ま た 、 光 フ ァ イ バ は ガ ラ ス で で き て い る

た め 取 扱 い 上 、 次 の 点 に 注 意 し て 下 さ い 。

（ １ ） 光 コ ネ ク タ の 端 面 を 傷 つ け た り 汚 し た り し な い で 下 さ い 。

端 面 に 傷 が つ い た り 、 ほ こ り や ご み が 付 着 す る と 光 コ ネ ク タ の 接 続 損 失 が

増 加 し ま す 。 も し 、 汚 れ た 場 合 は 付 録 光 コ ネ ク タ 清 掃 要 領 に 従 っ て 端 面

の 汚 れ を 除 去 し て 下 さ い 。

図 ５ ． ７ 光 コ ネ ク タ の 端 面

（ ２ ） 光 コ ネ ク タ の 接 続 は キ ー と キ ー 溝 を 合 わ せ て 最 後 ま で ネ ジ を 締 め て 下 さ い 。

光 フ ァ イ バ は 直 径 が ５ ０ μ ｍ し か な い た め 、 正 確 に は め な い と 接 続 損 失 が

増 加 し ま す 。

（ ３ ） 光 コ ネ ク タ を 使 用 し な い 場 合 は 必 ず キ ャ ッ プ を つ け て 保 護 し て 下 さ い 。

（ ４ ） 光 フ ァ イ バ コ ー ド を 強 く 曲 げ な い で 下 さ い 。

光 フ ァ イ バ コ ー ド の 許 容 曲 げ 半 径 は ５ ０ ｍ ｍ 以 上 で す 。

（ ５ ） 光 フ ァ イ バ コ ー ド を 強 く 引 っ 張 ら な い で 下 さ い 。

光 フ ァ イ バ の 許 容 張 力 は ２ ０ ｋ ｇ 以 下 で す 。 ま た 、 光 コ ネ ク タ と の 取 付 部

分 の 許 容 張 力 は １ ０ ｋ ｇ 程 度 で す の で 特 に 注 意 し て 下 さ い 。

（ ６ ） 光 フ ァ イ バ コ ー ド を 強 く 締 め な い で 下 さ い 。

光 フ ァ イ バ コ ー ド を ク ラ ン プ す る 場 合 、 無 理 な 圧 縮 力 を 加 え な い で 下 さ い 。

通 常 光 フ ァ イ バ コ ー ド の 耐 圧 縮 力 は １ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ 程 度 で す 。

（ ７ ） 光 フ ァ イ バ コ ー ド を 配 線 す る 場 合 、 コ ー ド の 自 重 が コ ネ ク タ 部 に 直 接 か か

ら な い よ う に ク ラ ン プ し て 下 さ い 。
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５ ． ４ 端 局 の 処 理

光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル シ ス テ ム の 両 端 の ス テ ー シ ョ ン で は 光 送 受 信 器 が １ 組 分 不

使 用 の 状 態 と な り ま す 。 こ の 不 使 用 の 送 受 信 器 に は キ ャ ッ プ を き ち ん と か け て 周

囲 の 自 然 光 等 が 入 ら な い よ う に し て 下 さ い 。

余 分 の 光 が こ の 部 分 か ら 入 り 込 む と 誤 動 作 す る 恐 れ が あ り ま す 。
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６ ． 同 軸 ・ 光 混 合 シ ス テ ム

本 伝 送 装 置 で は 前 述 し た 同 軸 シ ス テ ム と 光 シ ス テ ム が 混 在 し た 混 合 シ ス テ ム を

構 成 す る こ と が で き ま す 。 シ ス テ ム 中 の 特 に 電 気 的 環 境 が 劣 悪 の と こ ろ を 部 分 的

に 光 化 す る 事 で 低 価 格 で 信 頼 性 の あ る シ ス テ ム が 構 成 で き ま す 。

構 成 は 図 ３ ． ３ に 示 し ま し た 様 に リ ピ ー タ ス テ ー シ ョ ン を 使 用 し 同 軸 ケ ー ブ ル

と 光 ケ ー ブ ル の 変 換 を 行 い ま す 。 同 軸 及 び 光 シ ス テ ム の 各 部 分 は 前 章 で 述 べ ま し

た 同 軸 ケ ー ブ ル シ ス テ ム 及 び 光 ケ ー ブ ル シ ス テ ム と 同 様 で す 。

従 い ま し て 、 同 軸 ケ ー ブ ル シ ス テ ム 毎 に 端 局 で 終 端 を 行 い 、 ま た ど れ か １ 局 で

接 地 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。

７ ． ケ ー ブ ル 敷 設 後 の 動 作 確 認

伝 送 ケ ー ブ ル の 敷 設 後 に 、 伝 送 シ ス テ ム の 健 全 性 を 次 の 方 法 で 確 認 し て く だ さ

い 。 確 認 に は Ｓ ２ ０ ロ ー ダ （ Ｓ － Ｌ Ｓ ） を 使 用 し ま す 。 Ｓ ２ ０ ロ ー ダ の 使 用 方 法

に つ い て の 詳 細 は Ｓ ２ ０ ロ ー ダ 取 扱 説 明 書 を ご 参 照 く だ さ い 。

（ １ ） オ ン ラ イ ン マ ッ プ

接 続 ス テ ー シ ョ ン が 全 て 存 在 す る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。

（ ２ ） ス テ ー シ ョ ン 接 続 図

全 接 続 ス テ ー シ ョ ン の 情 報 が 読 み 出 せ る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。

（ ３ ） ス テ ー シ ョ ン 折 り 返 し テ ス ト

１ 台 の 任 意 の ス テ ー シ ョ ン か ら 他 の ス テ ー シ ョ ン に 対 し て 折 り 返 し テ ス ト

を 行 い 、 正 常 完 了 す る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。

（ ４ ） シ ス テ ム 加 入 回 数 （ シ ス テ ム 再 構 成 回 数 ）

上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） は Ｓ ２ ０ ロ ー ダ の 標 準 的 な 機 能 で 確 認 で き ま す が 、 シ

ス テ ム 加 入 回 数 に つ い て は 、 次 の 方 法 で 確 認 し ま す 。 詳 細 に つ い て は 、 付 録

４ を ご 参 照 く だ さ い 。

手 順 １ … Ｓ ２ ０ ロ ー ダ の メ イ ン メ ニ ュ ー か ら デ ー タ ア ク セ ス を 選 択 し ま す 。

手 順 ２ … ［ Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ ］ と ［ Ｈ Ｏ Ｍ Ｅ ］ キ ー を 同 時 に 押 し ま す 。

手 順 ３ … 基 本 部 メ モ リ ア ク セ ス を 選 択 し ま す 。

手 順 ４ … 指 定 ス テ ー シ ョ ン ア ド レ ス の ６ Ｂ １ ０ Ｈ （ ネ ッ ト ワ ー ク 加 入 回

数 ）

の デ ー タ を ２ バ イ ト 分 読 み だ し ま す 。

上 記 ネ ッ ト ワ ー ク 加 入 回 数 は 単 な る カ ウ ン タ 値 な の で 、 カ ウ ン ト ア ッ プ さ

れ て い な い こ と を 確 認 し ま す 。 常 時 カ ウ ン ト ア ッ プ し て い る 場 合 は 、 伝 送 ラ

イ ン が 不 安 定 な 状 態 に あ り ま す 。 伝 送 ケ ー ブ ル の 状 態 、 コ ネ ク タ 接 続 状 態 、

ス テ ー シ ョ ン 動 作 状 態 を 確 認 し 、 異 常 状 態 を 取 り 除 い て く だ さ い 。

ネ ッ ト ワ ー ク 加 入 回 数 以 外 の ア ド レ ス を 読 み 出 し た り 、 書 き 込 ん だ り し な

い で く だ さ い 。 シ ス テ ム が 異 常 に な る 場 合 が あ り ま す 。



- 26 -

６Ｅ３Ｂ０５３３

付 録 １ 光 コ ネ ク タ の 清 掃 要 領 書

* * *ハ ン ド ラ ッ プ は ア セ ト ン な ど の 溶 剤 を 入 れ て お く 容 器 で 、 こ れ に 入 れ て お く こ

と で 使 用 分 を 小 量 づ つ 使 え 、 安 全 性 が 高 く 作 業 も し や す く な り ま す 。
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安 全 衛 生 上 の 注 意 点

光 コ ネ ク タ の 清 掃 を 行 う と き に は 、 次 の こ と に 十 分 注 意 し て く だ さ い 。

・ 溶 剤 を 目 や 口 に 入 れ な い で く だ さ い 。

・ ア セ ト ン を 使 用 す る と き は 、 換 気 を 行 っ て く だ さ い 。

・ 溶 剤 が 手 に つ い た と き は 、 水 で 洗 浄 し て く だ さ い 。

・ ハ ン ド ラ ッ プ は 使 用 後 、 キ ャ ッ プ を 付 け て く だ さ い 。
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付 録 ２ 光 送 受 信 モ ジ ュ ー ル の 特 性

Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ で は 次 の 光 送 受 信 モ ジ ュ ー ル を 使 用 し て い ま す 。

送 信 … … Ｈ Ｆ Ｂ Ｒ － １ ４ ２ ４

受 信 … … Ｈ Ｆ Ｂ Ｒ － ２ ４ ２ ２

次 に 光 送 受 信 モ ジ ュ ー ル の 特 性 を 示 し ま す 。

表 Ａ Ｐ ． １ Ｈ Ｆ Ｂ Ｒ － １ ４ ２ ４ 絶 対 最 大 定 格

項 目 記 号 Ｍ ｉ ｎ ． Ｍ ａ ｘ ． 単 位 注

保 存 温 度 Ｔ － ５ ５ ＋ ８ ５ ℃Ｓ

動 作 温 度 Ｔ － ４ ０ ＋ ８ ５ ℃Ａ

リ ー ド 温 度 ＋ ２ ６ ０ ℃

半 田 付 け 時 間 １ ０ 秒

入 力 順 電 流 ピ ー ク Ｉ ２ ０ ０ ｍ Ａ １Ｆ Ｐ Ｋ

Ｄ Ｃ Ｉ １ ０ ０ ｍ ＡＦ Ｄ Ｃ

逆 電 圧 Ｖ １ ． ８ ＶＢ Ｒ

表 Ａ Ｐ ． ２ Ｈ Ｆ Ｂ Ｒ － １ ４ ２ ４ 電 気 ・ 光 学 的 特 性

項 目 記 号 Ｍ ｉ ｎ ． Ｔ ｙ ｐ ． Ｍ ａ ｘ ． 単 位 条 件 注

順 電 圧 Ｖ 1.4 8 1 . 7 0 2 . 0 9 Ｖ I = 6 0 m AＦ Ｆ

1 . 8 4 I = 1 0 0 m AＦ

順 電 圧 温 度 係 数 Ｖ /Ｔ -0 . 2 2 m V /℃ I = 6 0 m AＦ Ｆ

- 0 . 1 8 I = 1 0 0 m AＦ

逆 電 圧 Ｖ 1.8 3 . 8 Ｖ I = 1 0 0μ AＢ Ｒ Ｒ

ピ ー ク 発 光 波 長 λ 792 8 2 0 8 5 2 ｎ ｍＰ

ス ペ ク ト ル 半 値 幅 FWH M 4 5 7 5

ダ イ オ ー ド 容 量 Ｃ 55 pＦ Ｖ ＝ ０Ｔ

f = 1 M H z

光 出 力 温 度 係 数 Δ Ｐ -0. 0 0 6 d B /℃ I = 6 0 m AＴ Ｆ

Δ Ｔ -0. 0 1 0 I = 1 0 0 m AＦ

熱 抵 抗 θ 260 ℃ ／ Ｗ ３Ｊ Ａ

開 口 数 Ｎ Ａ 4 0. 3 1

ポ ー ト 径 Ｄ 4 15 0 μ ｍ ４Ｔ

表 Ａ Ｐ ． ３ Ｈ Ｆ Ｂ Ｒ － １ ４ ２ ４ ピ ー ク 発 光 出 力 （ １ ｍ ケ ー ブ ル 先 端 ）

（ 特 に 指 定 の な い 限 り 、 Ｔ ＝ － ４ ０ ℃ ～ ＋ ８ ５ ℃ ）Ａ

項 目 記 号 Ｍ ｉ ｎ ． Ｔ ｙ ｐ ． Ｍ ａ ｘ ． 単 位 条 件 注

50/ 1 2 5μ m - 1 8 . 8 - 1 5 . 8 - 1 3 . 8 Ｔ =2 5℃ I = 6 0 m AＡ Ｆ

ｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ Ｐ -1 9 . 8 - 1 2 . 8 d B m ５Ｔ ５ ０

N A = 0 . 2 0 - 1 7 . 3 - 1 3 . 8 - 1 1 . 4 Ｔ =2 5℃ I = 1 0 0Ａ Ｆ

- 1 8 . 9 - 1 0 . 8 m A

注 ） １ ． Ｉ ＞ 100 m Aで は 、 パ ル ス 幅 は ２ nsec 以 下 。Ｆ Ｐ Ｋ

２ ． Typ値 は 、 Ｔ A ＝ ２ ５ ℃ に お け る 値 。

３ ． 熱 抵 抗 は プ リ ン ト 基 板 上 の ト ラ ン ス ミ ッ タ に コ ネ ク タ を 接 続 し て 測 定 。

４ ． Ｄ は フ ァ イ バ の 先 端 の 位 置 の 面 上 で 最 大 値 の １ ０ ｄ Ｂ 以 内 の 光 出 力 密 度Ｔ

の 得 ら れ る 径 に よ っ て 測 定 。

５ ． Ｐ は １ ｍ ケ ー ブ ル 先 端 で 広 い 面 積 の デ ィ テ ク タ で 測 定 。Ｔ
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表 Ａ Ｐ ． ４ Ｈ Ｆ Ｂ Ｒ － ２ ４ ２ ２ 絶 対 最 大 定 格

項 目 記 号 Ｍ ｉ ｎ ． Ｍ ａ ｘ ． 単 位 注

保 存 温 度 Ｔ － ５ ５ ＋ ８ ５ ℃Ｓ

動 作 温 度 Ｔ － ４ ０ ＋ ８ ５ ℃Ａ

リ ー ド 温 度 ＋ ２ ６ ０ ℃ １

半 田 付 け 時 間 １ ０ 秒

供 給 電 圧 Ｖ － ０ ． ５ ７ ． ０ ＶＣ Ｃ

出 力 電 流 Ｉ ２ ５ ｍ ＡＯ

出 力 電 圧 Ｖ － ０ ． ５ １ ８ ． ０ ＶＯ

ｺ ﾚ ｸ ﾀ出 力 の ﾊﾟﾜ ｰ損 失 Ｖ ４ ０ ｍ ＷＯ Ａ Ｖ

フ ァ ン ア ウ ト (TT L ) Ｎ ５ ２

表 Ａ Ｐ ． ５ Ｈ Ｆ Ｂ Ｒ － ２ ４ ２ ２ 電 気 ・ 光 学 的 特 性

電 気 ／ 光 学 的 特 性 （ 特 に 指 定 の な い 限 り 、 Ｔ ＝ － ４ ０ ℃ ～ ＋ ８ ５ ℃ ）Ａ

コ ア 径 ≦ 100μ m 、 N A ≦ 0 . 3 5 の フ ァ イ バ を 使 用 、 4.7 5 V≦ Vcc≦ 5. 2 5 V。

項 目 記 号 Min . T y p . M a x . 単 位 条 件

ロ ジ ッ ク "ﾊｲ" Ｉ 5 250 μ Ａ Ｖ ＝ １ ８ ＶＯ Ｈ Ｏ

出 力 電 流 Ｐ ＜ － ４ ０ dBmＲ

ロ ジ ッ ク "ﾛｰ" Ｖ 0. 4 0 . 5 Ｖ Ｉ ＝ ８ mAＯ Ｌ Ｏ

出 力 電 圧 Ｐ ＞ － ２ ４ dBmＲ

ロ ジ ッ ク "ﾊｲ" Ｉ 3. 5 6 . 3 ｍ Ａ Ｖ ＝ ５ ． ２ ５Ｃ Ｃ Ｈ Ｃ Ｃ

供 給 電 流 Ｐ Ｒ ＜ － ４ ０ dBm

ロ ジ ッ ク "ﾛｰ" Ｉ 6. 2 10 ｍ Ａ Ｖ ＝ ５ ． ２ ５ ＶＣ Ｃ Ｌ Ｃ Ｃ

供 給 電 流 Ｐ ＞ － ２ ４ dBmＲ

等 価 開 口 数 Ｎ Ａ 0.5 0

ｵ ﾌ ﾟ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ径 Ｄ 40 0 μ ｍ －Ｒ

表 Ａ Ｐ ． ６ Ｈ Ｆ Ｂ Ｒ － ２ ４ ２ ２ ダ イ ナ ミ ッ ク 特 性

（ 特 に 指 定 の な い 限 り 、 Ｔ ＝ － ４ ０ ℃ ～ ＋ ８ ５ ℃ ）Ａ

－ ９4 . 7 5 V ≦ Ｖ CC ≦ 5. 2 5 V , B E R ≦ 10

項 目 記 号 Ｍ ｉ ｎ ． Ｔ ｙ ｐ ． Ｍ ａ ｘ ． 単 位 条 件 注

ﾋﾟｰ ｸ入 力 光 Ｐ － ４ ０ dBm λ ＝ 82 0 n mＲ Ｈ Ｐ

ﾛ ｼ ﾞ ｯ ｸ " ﾊ ｲ " ０ ． １ μ Ｗ

ﾋﾟｰ ｸ入 力 光 -25 . 4 - 9 . 2 d B m Ｔ A ＝ ＋ ２ ５ ℃

ﾛｼﾞ ｯ ｸ " ﾛ ｰ " Ｐ 2.9 1 2 0 μ Ｗ Ｉ ＝ ８ ｍ Ａ ４Ｒ Ｌ Ｏ Ｌ

- 2 4 . 0 - 1 0 . 0 d B m Ｉ ＝ ８ ｍ ＡＯ Ｌ

4 . 0 1 0 0 μ Ｗ

注 ） １ ． パ ッ ケ ー ジ 底 面 か ら ２ ． ０ ｍ ｍ 。

２ ． ８ ｍ Ａ 負 荷 (5× 1. 6 m A )， Ｒ L ＝ ５ ６ ０ Ω

３ ． Typ値 は 、 Ｔ A ＝ ２ ５ ℃ ， Ｖ CC＝ ５ Ｖ Ｄ Ｃ の 時 の 値 。

４ ． 広 い 面 積 の デ ィ テ ク タ で 測 定 。
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表 Ａ Ｐ ． ７ 光 フ ァ イ バ リ ン ク シ ス テ ム 性 能

特 に 指 定 の な い 限 り 、 Ｔ ＝ － ４ ０ ℃ ～ ＋ ８ ５ ℃ ）Ａ

項 目 記 号 Min. T y p . M a x . 単 位 条 件 注

光 ﾊﾟﾜ ｰ ﾊ ﾞ ｼ ﾞ ｪ ｯ ﾄ O P B 4 . 2 9 . 6 d B H F B R - 1 4 X 4 / 2 4 X 2５ ０

5 0 / 1 2 5μ mｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ N A = 0 . 2

ﾃ ﾞ ｰ ﾀ速 度 ( 同 期 式 ) DC 2 . 5 M b / s ２

ﾃﾞ ｰ ﾀ速 度 ( 非 同 期 式 ) DC 5 M b / s ２

伝 達 遅 延 "L"→ "H " t 7 2 n s e c T = 2 5℃Ｐ Ｌ Ｈ Ａ

伝 達 遅 延 "H"→ "L " t 4 6 n s e c P = - 2 1 d B m P E A KＰ Ｈ Ｌ Ｒ

パ ル ス 幅 歪 み t -t 2 6 n s e c l = 1 . 0 mＰ Ｌ Ｈ Ｐ Ｈ Ｌ

ビ ッ ト エ ラ ー 率 BER 1 0 ﾃ ﾞ ｰ ﾀ速 度 ≦ 5M B d－ ９

P > - 2 4 d B m P E A KＲ

注 ：

１ ． Typ値 は T =2 5℃ 、 Vcc = 5 V、 P = - 2 7 . 0 d B mに お け る 値 。Ａ Ｒ

２ ． 同 期 式 伝 送 速 度 は 以 下 の 条 件 下 で 規 定 。

a)5 0 % ﾃ ﾞ ｭ ｰ ﾃ ｨの 変 調 ﾃﾞｰ ﾀを 使 用 。

(ﾏﾝ ﾁ ｪ ｽ ﾀ ｰ , ﾊ ﾞ ｲ ﾌ ｪ ｰ ｽ ﾞ ﾏ ﾝ ﾁ ｪ ｽ ﾀ ｰ な ど )・ ・

b )連 続 ﾃﾞｰ ﾀを 使 用 。

c)P L L ( P h a s e L o c k L o o p )に よ る 復 調 。

d)T T L ｽ ﾚ ｯ ｼ ｮ ﾙ ﾄ ﾞ

非 同 期 式 伝 送 速 度 は 以 下 の 条 件 下 で 規 定 。

a)N R Z ﾃ ﾞ ｰ ﾀを 使 用 。

b)ﾃ ﾞ ｭ ｰ ﾃ ｨ ｰに 関 す る 制 限 の な い ﾃﾞｰ ﾀを 使 用 。

c)T T L ｽ ﾚ ｯ ｼ ｮ ﾙ ﾄ ﾞ

ｱ ｲ ﾊ ﾟ ﾀ ｰ ﾝは 、 ﾉｲ ｽ ﾞや 信 号 の 伝 達 遅 延 に 起 因 す る ﾛｼﾞ ｯ ｸ 状 態 の 不 定 部 分 を 含 ま な

い 時 間 幅 を 表 し ま す 。
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光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 敷 設 設 計 要 領付 録 ３

Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ の 光 ケ ー ブ ル シ ス テ ム を 御 使 用 に な る 場 合 、 ケ ー ブ ル

／ コ ー ド の 敷 設 は 以 下 の 点 に 留 意 し て 行 っ て 下 さ い 。

１ ． 光 シ ス テ ム 設 計 時 の 注 意 事 項

（ １ ） 光 レ ベ ル ダ イ ヤ グ ラ ム の 作 成

光 シ ス テ ム を 設 計 す る 場 合 、 光 レ ベ ル ダ イ ヤ グ ラ ム を 予 め 作 成 し て 光 パ ワ ー が

十 分 に マ ー ジ ン の あ る こ と を 確 認 し て 下 さ い 。 以 下 に 送 信 ／ 受 信 間 の レ ベ ル ダ イ

ヤ グ ラ ム を 示 し ま す 。 受 信 側 は － ２ ５ ｄ Ｂ ｍ ま で 受 信 で き ま す が 、 マ ー ジ ン を と

っ て 受 信 側 で 最 小 で も － ２ ２ ｄ Ｂ ｍ と な る よ う に し ま す 。

下 図 の レ ベ ル ダ イ ヤ グ ラ ム は 中 間 に ア ラ イ ナ や ス プ ラ イ シ ン グ を 考 慮 し て お り ま

せ ん 。 途 中 に ア ラ イ ナ や ス プ ラ イ シ ン グ が 入 る 場 合 は 、 こ れ に よ る 光 損 失 を 考 慮

し て 下 さ い 。 こ れ ら の 損 失 は 一 般 に ア ラ イ ナ で ０ ． ５ ｄ Ｂ ｍ 、 ス プ ラ イ シ ン グ で

０ ． １ ｄ Ｂ ｍ で す が 正 式 に 計 算 す る 時 は 使 用 す る メ ー カ に 問 い 合 わ せ の 上 、 行 っ

て 下 さ い 。 （ 最 悪 値 を 使 用 す る こ と ）

送 信 端 光 ケ ー ブ ル １ ｋ ｍ … ３ dBm 受 信 端

- 8 - 8

- 1 0 - 1 0

受 信 可 能
範 囲

-12 -12
- 1 2 . 8

M a x .
- 1 4 - 1 4

- 1 5 . 8
- 1 6 - 1 5 . 8 - 1 6

T y p .

- 1 8 - 1 8
- 1 9 . 0

- 1 8 . 8

- 2 0 M i n . 6 . 2 d B m ( T y p . ) - 2 0
の ﾏｰ ｼ ﾞ ﾝ

- 2 2 - 2 2
- 2 2 . 0

3 . 0 d B m ( M i n . )
- 2 4 の ﾏｰ ｼ ﾞ ﾝ - 2 4

- 2 5

- 2 6 - 2 6
1 m ｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ先 端 で の 値

単 位 dBm Ｔ A= 0～ 55℃ Ｔ A=0～ 55℃

図 付 ３ ． １ Ｔ Ｏ Ｓ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ － Ｓ ２ ０ 光 ケ ー ブ ル シ ス テ ム の レ ベ ル ダ イ ヤ グ ラ ム
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（ ２ ） 端 末 処 理 の 決 定

配 線 ケ ー ブ ル 及 び コ ー ド を 選 択 す る 場 合 、 次 に 点 に 注 意 し て 決 定 し て 下 さ い 。

・ 盤 内 配 線 の 場 合

数 ｍ 程 度 で 盤 内 配 線 の 場 合 は 単 芯 コ ー ド を 使 用 す る と 便 利 で す 。

但 し 、 単 芯 コ ー ド は ケ ー ブ ル に 比 べ 機 械 強 度 的 に 弱 い た め 、 ２ ｍ 程 度 毎 に

コ ー ド を 固 定 化 し て コ ー ド が ぶ ら つ い た り 、 コ ネ ク タ に 直 接 コ ー ド の 自 重

が か か ら な い 様 に し て 下 さ い 。

ま た 、 ア ラ イ ナ を 多 数 使 用 す る と 、 こ れ に よ る 結 合 損 失 が 増 え た り 、 不 具

合 の 原 因 に な る こ と が 有 り ま す 。 で き る だ け ア ラ イ ナ の 使 用 は 最 小 限 に 止

め 使 用 す る 場 合 で も レ ベ ル ダ イ ヤ グ ラ ム 上 マ ー ジ ン の あ る 様 に し て 下 さ い 。

・ 盤 外 配 線

盤 外 配 線 を 行 う 場 合 は 、 コ ー ド よ り も ケ ー ブ ル を 使 用 し ま す 。

ケ ー ブ ル に は コ ー ド を 集 合 ケ ー ブ ル 化 し た コ ー ド 集 合 化 ケ ー ブ ル と 通 常 の

光 フ ァ イ バ 心 線 を 集 合 ケ ー ブ ル 化 し た ケ ー ブ ル が 有 り ま す 。

前 者 は 光 コ ネ ク タ を 直 接 ケ ー ブ ル か ら 出 て い る 単 芯 コ ー ド に 取 り 付 け ら れ

る た め ス プ ラ イ シ ン グ の 手 間 が 省 け て 便 利 で す 。

予 め ケ ー ブ ル 長 が は っ き り し な い 場 合 は 、 後 者 の 心 線 集 合 ケ ー ブ ル を 使 用

し 現 地 で ケ ー ブ ル 敷 設 後 に ス プ ラ イ シ ン グ を 行 い 、 光 コ ネ ク タ の つ い た 単

芯 コ ー ド を 取 り 付 け ま す 。
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２ ． ケ ー ブ ル ／ コ ー ド 手 配 時 の 注 意

ケ ー ブ ル 及 び コ ー ド を 手 配 す る 場 合 、 次 の 点 に 注 意 し て 下 さ い 。

・ 使 用 す る ケ ー ブ ル 及 び コ ー ド は 本 取 扱 説 明 書 で 指 定 し て い る も の を 使 用 し て 下

さ い 。

・ ケ ー ブ ル 業 者 が 指 定 さ れ て お り 、 本 説 明 書 の ケ ー ブ ル が 使 用 で き な い 場 合 は 特

性 が 同 一 の も の を 使 用 し て 下 さ い 。

こ の 場 合 、 特 に 次 の 特 性 が 同 一 で あ る か 確 認 下 さ い 。

コ ア 径 ／ ク ラ ッ ド 径

伝 送 帯 域

適 用 波 長

開 口 率

減 衰 率

適 用 上 判 断 が つ き づ ら い 場 合 は ［ Ｅ Ｃ ブ ］ （ １ Ｅ セ ） に 御 問 い 合 わ せ 下 さ い 。

・ ケ ー ブ ル 業 者 を 一 元 化 し て 下 さ い 。 例 え ば ケ ー ブ ル 業 者 と コ ネ ク タ 取 付 業 者 を

別 々 に す る よ う な こ と は 、 不 具 合 が 発 生 し た 場 合 責 任 が 明 確 で 無 く な る た め 避

け て 下 さ い 。

・ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 通 常 の ワ イ ヤ ケ ー ブ ル よ り も 納 期 が か か り ま す 。

十 分 に 余 裕 を も っ て 手 配 し て 下 さ い 。
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３ ． ケ ー ブ ル 敷 設 時 の 注 意 事 項

光 コ ネ ク タ 及 び コ ー ド の 取 扱 い に つ い て は 、 本 取 扱 説 明 書 の ５ ． ３ 光 フ ァ イ

バ 、 コ ネ ク タ 取 扱 い 上 の 注 意 を 参 照 し て 下 さ い 。

（ １ ） 敷 設 時 の 注 意

・ コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル の 場 合 、 先 端 の 単 芯 コ ー ド 及 び 光 コ ネ ク タ 部 分 は

十 分 に 養 生 を 行 い 、 こ の 部 分 に 直 接 力 が か か ら な い よ う に し て 下 さ い 。

・ ケ ー ブ ル は で き る 限 り 、 直 線 状 に 配 線 し て 下 さ い 。

（ ２ ） 伝 送 損 失 の チ ェ ッ ク

据 付 配 線 後 の ス プ ラ イ シ ン グ 接 続 、 ア ラ イ ナ 接 続 状 態 及 び 光 コ ネ ク タ の 端

面 の 汚 れ 等 に よ る 伝 送 損 失 の 異 常 を 検 出 す る た め に 光 パ ワ ー の 測 定 を 行 い

ま す 。

測 定 方 法 を 次 の よ う に 行 い ま す 。

用 意 す る 物 光 パ ワ ー メ ー タ ２ 台

（ １ 台 は 基 準 発 光 機 能 が あ る も の ）

基 準 単 芯 コ ー ド ２ 本 （ １ ｍ 程 度 の も の ）

(a)光 パ ワ ー メ ー タ の チ ェ ッ ク

２ 台 の 光 パ ワ ー メ ー タ の １ 台 を 発 光 源 に し て 下 図 の 様 に 接 続 し 発 光 パ ワ

ー の 確 認 を 行 い ま す 。

光 パ ワ ー メ ー タ （ 発 光 側 ） 光 パ ワ ー メ ー タ （ 受 光 側 ）

基 準 単 芯 コ ー ド

図 付 ３ ． ２ 発 光 パ ワ ー の 測 定

基 準 と な る 単 芯 コ ー ド ２ 本 で 光 の 発 光 パ ワ ー を 測 定 し ま す 。

２ 本 で 確 認 す る の は 基 準 コ ー ド が 正 常 で あ る こ と を 確 認 す る 為 で 、 通 常

は ほ ぼ 同 一 に な る は ず で す 。

(b)実 際 の 光 伝 送 路 の 伝 送 損 失 測 定

光 伝 送 路 の 両 端 に 上 記 パ ワ ー メ ー タ を 接 続 し て 伝 送 損 失 を 測 定 し ま す 。

こ の 時 測 定 し た 受 光 側 の 測 定 値 と 基 準 コ ー ド で 測 定 し た と き の 受 光 側 の

測 定 値 の 差 が 実 際 の 伝 送 路 の 伝 送 損 失 と な り ま す 。

実 際 の 伝 送 路 の 伝 送 損 失 ＝

基 準 コ ー ド の 測 定 値 － 伝 送 路 の 測 定 値

こ の 伝 送 路 伝 送 損 失 に は 光 フ ァ イ バ の 伝 送 損 失 、 ス プ ラ イ シ ン グ や ア

ラ イ ナ の 接 続 損 失 が 加 算 さ れ た 値 と な っ て い ま す 。

(c)レ ベ ル ダ イ ヤ グ ラ ム と の 比 較

設 計 時 に 作 成 し た レ ベ ル ダ イ ヤ グ ラ ム と 比 較 し て 伝 送 路 の 伝 送 損 失 が

異 常 に 大 き い 場 合 、 伝 送 路 を 構 成 し て い る 部 分 に 異 常 が あ る と 判 断 し

各 部 分 の 調 査 を 行 い ま す 。

尚 、 ス プ ラ イ シ ン グ が 有 る 場 合 は ケ ー ブ ル メ ー カ に 実 施 し て も ら い ま す の で 、

そ の 時 に 伝 送 路 の 伝 送 損 失 を 測 定 し て も ら い ま す 。

ど の 部 門 が 担 当 す る に し ろ 、 伝 送 路 の 伝 送 損 失 は 必 ず 測 定 す る よ う に し て 下 さ

い 。
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シ ス テ ム 加 入 回 数 （ シ ス テ ム 再 構 成 回 数 ） 確 認 要 領付 録 ４

シ ス テ ム 加 入 回 数 に つ い て は 、 次 の 方 法 で 確 認 し ま す 。

手 順 １ … Ｓ ２ ０ ロ ー ダ の メ イ ン メ ニ ュ ー か ら デ ー タ ア ク セ ス を 選 択 し ま す 。

＊ ＊ ＊ 伝 送 ロ ー ダ メ ニ ュ ー ＊ ＊ ＊

I:設定情報
＜ データアクセス ＞

D:データアクセス
スキャンエリアのアクセス1:

R:ＲＡＳ情報

C:回線要求

T:テスト要求

S:ステーション接続図

Q:終了

［↑］又は［↓］キーにて選択後、［Enter］キーを押して下さい。
ONLINETL:

10 退出

手 順 ２ … ［ Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ ］ と ［ Ｈ Ｏ Ｍ Ｅ ］ キ ー を 同 時 に 押 し ま す 。

＊ ＊ ＊ 伝 送 ロ ー ダ メ ニ ュ ー ＊ ＊ ＊

I:設定情報
＜ データアクセス ＞

D:データアクセス
1:スキャンエリアのアクセス

R:ＲＡＳ情報
基本部メモリエリアのアクセス2:

C:回線要求
3:ＳＩＦ部メモリエリアのアクセス

T:テスト要求
4:コモンメモリのアクセス

S:ステーション接続図

Q:終了

［↑］又は［↓］キーにて選択後、［Enter］キーを押して下さい。
ONLINETL:

10 退出
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手 順 ３ … 基 本 部 メ モ リ ア ク セ ス を 選 択 し ま す 。

＜ 基本部メモリエリアのアクセス ＞

1. ステーションＮＯ． （ 1 - 64 ） ［ ］

2. 先頭アドレス （ H0 - H6FFF ） ［ ］

3. 読み出しバイト数 （ 1 - 32 ） ［ ］

4. データ

ONLINE ﾃﾞｰﾀｱｸｾｽTL:
6 連続 8 ｱｯﾌﾟ 10 退出3 設定 5 ｽﾃｯﾌﾟ 7 ﾀﾞｳﾝ

手 順 ４ … 指 定 ス テ ー シ ョ ン ア ド レ ス の ６ Ｂ １ ０ Ｈ （ ネ ッ ト ワ ー ク 加 入 回

数 ）

の デ ー タ を ２ バ イ ト 分 読 み だ し ま す 。

＜ 基本部メモリエリアのアクセス ＞

1. ステーションＮＯ． （ 1 - 64 ） ［ 1］

2. 先頭アドレス （ H0 - H6FFF ） ［6B10］

3. 読み出しバイト数 （ 1 - 32 ） ［ 2］

4. データ

0 1
6B10 ［H01］ ［H00］

ONLINE ﾃﾞｰﾀｱｸｾｽTL:
6 連続 8 ｱｯﾌﾟ 10 退出3 設定 5 ｽﾃｯﾌﾟ 7 ﾀﾞｳﾝ

［ Ｆ ６ ］ キ ー （ 連 続 ） を 押 し て 、 連 続 読 み 込 み 状 態 に し ま す 。 こ の 状 態 で 、

カ ウ ン ト ア ッ プ さ れ て い な い こ と を 確 認 し ま す 。

ネ ッ ト ワ ー ク 加 入 回 数 以 外 の ア ド レ ス を 読 み 出 し た り 、 書 き 込 ん だ り し な

い で く だ さ い 。 シ ス テ ム が 異 常 に な る 場 合 が あ り ま す 。
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以 上 の モ ー ド は 、 一 旦 デ ー タ ア ク セ ス の モ ー ド を 抜 け る と 、 自 動 的 に 解 除

し ま す 。


	表紙
	目次
	１．はじめに
	２．概要
	３．伝送路システム
	４．同軸ケーブルシステム
	4.1　伝送路仕様
	4.2　用品
	4.3　ケーブルのコネクタ付け
	4.3.1　クランプタイプのコネクタ付け(BNC-P-5の場合)
	4.3.2　圧着タイプのコネクタ付け(BNC-GP-5Cの場合)

	4.4　盤外敷設要領
	4.4.1　敷設環境と適用工事
	4.4.2　他の配線との分離
	4.4.3　敷設ルート

	4.5　盤内敷設要領
	4.6　接地及び終端

	５．光ケーブルシステム
	5.1　伝送路仕様
	5.2　用品
	5.3　光ファイバ・光コネクタ取扱い上の注意
	5.4　端局の処理

	６．同軸・光混合システム
	７．ケーブル敷設後の動作確認
	付録１　光コネクタの清掃要領書
	付録２　光送受信モジュールの特性
	付録３　光ファイバケーブルの敷設設計要領
	付録４　システム加入回数(システム再構成回数)確認要領

